
毎月 13 日は 10 時から
九頭龍神社本宮月次祭

奉納

九
頭
龍
大
神

箱

根

一

太

郎

毎
月
の
九
頭
龍
神
社
本
宮
月
次
祭
に
掲
揚
し
て
お
り
ま
す 

幟
旗
を
新
調
致
し
度

存
じ
ま
す
の
で 

ご
希
望
の
皆
様
に
は
左
記
に
よ
り
お
申
込
み
下
さ
い
ま
す
よ
う 

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

　

◆ 

令
和
八
年
九
月
一
日
よ
り
受
付
を
開
始
い
た
し
ま
す
。

◆ 

お
申
込
は
、
お
一
人
様
一
旒り
ゅ
う（
一
本
）に
限
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。

◆ 

記
名
は
個
人
名
又
は
会
社
名
の
ど
ち
ら
か
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

 

ご
家
族
二
名
や
会
社
名
と
代
表
者
名
等
、
連
名
で
の
記
名
は
出
来
ま
せ
ん
。

 
金
五
万
円
也

幟の
ぼ
り
ば
た
い
ち
り
ゅ
う

旗

一

旒 

◆ 

毎
月
の
月
次
祭
に
五
年
間
掲
揚
致
し
ま
す
。

　
　
（
令
和
９
年
御
鎮
座
一
二
七
○
年
６
月
例
祭
～
令
和
13
年
御
鎮
座
一
二
七
四
年
５
月
月
次
祭
）

　
　

(

次
回
の
幟
旗
奉
納
の
ご
案
内
は
令
和
十
二
年
の
九
頭
龍
神
社
本
宮
例
祭(

６
月
13
日)

か
ら
行
い
ま
す
。

幟
旗
奉
納
の
お
願
い

の
ぼ
り
ば
た

＊縦書きで、個人名か
　会社名のどちらかで
　お願いします

受
付
方
法

と 

〆 

切

◆ 

受
付
は
、
箱
根
神
社
で
行
い
ま
す
。
箱
根
神
社
社
務
所
宛
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
郵
便
で

　

 

お
送
り
下
さ
い
。(

箱
根
町
元
箱
根
八
〇
‐
一  

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
６
０
‐
８
３
‐
６
６
６
９)　

　

 

お
申
込
本
数
が
一
三
〇
旒り

ゅ
う

（
130
本
）に
な
り
次
第
申
込
を
締
切
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。

◆ 

〆
切
次
第
当
社
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
ま
す
。
奉
納
が
確
定
致
し
ま
し
た
皆
様
に
は
神
社
よ
り

　

 

電
話
も
し
く
は
郵
便
に
て
ご
連
絡
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
奉
納
金
は 
現
金
封
筒
ま
た
は

　

 

口
座
振
込
に
て
ご
送
金
願
い
ま
す
。

九
頭
龍
神
社
本
宮
幟
旗
奉
納
申
込
書

金
五
万
円
也

令
和　
　
　
　
　

年　
　
　
　
　
　

月　
　
　
　
　
　

日

連絡先

全部ご記入いた
だかかなくても
連絡のつき易い
番号で結構です

自宅

会社

携帯

――

――

――

神社記入欄 申込書受領日
受
付
者

令
和  

９  

年  

６  

月  

例　

祭
か
ら

令
和  

13  

年  

５  

月  

月
次
祭
ま
で

（
祭
典
毎
に
５
年
間
掲
揚
し
ま
す
）

令和　　　年　　　月　　　日

備　考

 

の
ぼ
り
ば
た

御鎮座１２７０年奉祝
奉　

納

申
込
日

御
奉
納
金

御
氏
名

会
社
名

幟
旗
へ
の

記
入
文
字

ご
住
所

 

□
自
宅

 

□
会
社

◆
幟
旗
記
載
文
字
に
つ
い
て
の
お
願
い

＊
縦
書
き
で
、
個
人
名
か
、
会
社
名
の

　

ど
ち
ら
か
で
お
願
い
し
ま
す

＊
ご
家
族
二
名
や
会
社
名
と
代
表
者
名

　

の
連
名
で
の
記
載
は
出
来
ま
せ
ん


